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電 流 変 化 幅 継 電 器 

ＳＤＯ３形３Ｅ２式  

取 扱 説 明 書 

  ご使用になる前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、

 正しくご使用ください。 

 

 
 

この「取扱説明書」を読み、大切に保管して下さい。

ＫＮＬ－２７７１－４ 
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下記の重要表示は，日立電流変化幅継電器に関するものです。安全上の注意事項とは別に，当該機器

の損傷防止および正常な動作に必要な事項が記載してあります。これらの内容も必ず守ってください｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重 要

●保護継電器の内部要素は，精密構造となっており，刷毛やエアブラシによる 

塵埃除去作業は，塵埃を巻き上げ，精密機構部に移動させ，そのまま残す 

可能性があります。従いまして，清掃時は目視点検による確認を基本とし， 

もし，塵埃が確認された場合は，ハンド掃除機等による吸い込み除去の方法 

を採ってください。 

 

●静止形継電器は，サージノイズの大きさ，周波数成分によっては特性が変化す

る場合があります。この高周波ノイズを抑制するため，屋外機器とのインター

フェイス部や，制御電源回路部にはサージアブソーバを設置ください。 

設置例を巻末に示します。 

 

●保護継電器は種々の信頼性向上策を施していますが，電子部品の故障 

率を０にすることは出来ません。従いまして，電子部品の故障等で誤動作に至

る場合ありますので，継電器の誤動作による影響が大きい保護システムには，

２台以上の継電器を組み合わせる等，高信頼性システムとしてください。 

 

 

ⅰ 
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記載ﾍﾟｰｼﾞ

安全上のご注意(続き)

S3 



保証・サービス・更新推奨時期 

 

特別な保証契約がない限り、本器の保証は次のとおりです。 

 

1. 保証期間と保証範囲 

[保証期間] 

この製品の保証期間は、お客様のご指定場所に納入後 1年といたします。 

 

[保証範囲] 

 上記保証期間中に、取説記載の製品仕様範囲内の正常な使用状態で故障が生じた場合は、 

最寄の支社、あるいは事業所（または当社出張員）にご連絡ください。交換または修理を無償 

で行います。 

但し、返送いただく場合は、送料、梱包費用はお客様のご負担になります。 

 

次のいずれかに該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。 

 

・ 製品仕様範囲外の取扱い、ならびに使用により故障した場合。 

・ 納入品以外の事由により故障した場合。 

・ 納入者以外の改造、または修理により故障した場合。 

・ 天災、災害等、納入者側の責にあらざる事由により故障した場合。 

 

ここでいう保証とは、納入した製品単体の保証を意味します。従って、当社では、この製品 

の運用および故障の理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も 

負いかねますので予めご了承ください。また、この保証は日本国内のみ有効であり、お客様 

に対して行うものです。 

 

2. サービスの範囲 

納入した製品の価格には技術者派遣等のサービス費用は含まれておりません。次に該当する 

場合は、別途費用を申し受けます。 

 

・ 取付け調整指導および試運転立会い。 

・ 保守点検および調整。 

・ 技術指導、技術教育、およびトレーニングスクール。 

・ 保証期間後の調査および修理。 

・ 保証期間中においても、上記保証範囲外の事由による故障原因の調査。 

 

3. 更新推奨時期 

  製品の寿命は構成部品の期待寿命の最も短い部品により決定され、社団法人日本電機工業会 

（ＪＥＭＡ）発行の技術資料 保護継電器の保守・点検指針（JEM-TR 156）に記載の通り、 

１５年を目安に更新されることを推奨します。 
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は じ め に 

 

 

 

●本取扱説明書は、日立電流変化幅継電器の構造・動作・保守などの取扱方法を説明したものです｡ 

本説明書の記載事項を十分ご理解いただき,正しいドル扱い及び点検手入れをしてください｡ 

 

●本説明書に挿入いたしました構造図などは取扱作業の基本を示したものですので、必ずしも納入 

品と一致していない標準図の場合があります｡ 

 

 

!  注 意   一 般 事 項 

●ご使用前に取扱説明書をよく読んで安全にお使いください｡ 

 
重 要

●保護継電器の内部要素は，精密構造となっており，刷毛やエアブラシによる塵埃除去作業は， 

塵埃を巻き上げ，精密機構部に移動させ，そのまま残す可能性があります。従いまして，清掃 

時は目視点検による確認を基本とし，もし，塵埃が確認された場合は，ハンド掃除機等による 

吸い込み除去の方法を採ってください。 

 

●静止形継電器は，サージノイズの大きさ，周波数成分によっては特性が変化する場合があります。

この高周波ノイズを抑制するため，屋外機器とのインターフェイス部や，制御電源回路部には 

サージアブソーバを設置ください。 

設置例を巻末に示します。 

 

●保護継電器は種々の信頼性向上策を施していますが，電子部品の故障率を０にすることは出来 

ません。従いまして，電子部品の故障等で誤動作に至る場合ありますので，継電器の誤動作 

による影響が大きい保護システムには，２台以上の継電器を組み合わせる等，高信頼性シス 

テムとしてください。 
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